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は　じ　め　に

カンキツ類の重要病害であるカンキツグリーニング病
（以下「CG病」という。）は，我が国では昭和 63年に
沖縄県西表島で初めて確認され，その後沖縄県全域で発
生が確認されたことから，農林水産省は平成 9年に沖縄
県全域を対象地域として，植物防疫法（昭和 25年法律
第 151号）に基づき CG病の宿主植物であるカンキツの
苗木等および CG病の媒介虫であるミカンキジラミの移
動規制措置を実施した。その後，鹿児島県においても与
論島，沖永良部島，徳之島および喜界島で CG病が確認
されたことから，農林水産省は平成 19年 4月に鹿児島
県の与論島，沖永良部島および徳之島を対象として植物
防疫法に基づきカンキツの苗木等およびミカンキジラミ
の移動規制措置を実施するとともに，喜界島において植
物防疫法に基づく緊急防除を行った。その結果，喜界島
における CG病の根絶を確認し，平成 24年 3月 19日を
もって緊急防除を終了したので，その概要を紹介する。

I　発生から緊急防除までの経緯

CG病は，鹿児島県では平成 14年に与論島で初めて
確認され，平成 15年 1月には沖永良部島，同年 2月に
徳之島，同年 12月には喜界島でも発生が確認された。
このうち，喜界島は発生地域の最北に位置し（図―1），
発生範囲も一集落内に限定されていたことから，農林水
産省は，喜界島における CG病の根絶を目指し，平成
19年 4月から喜界町を防除区域に指定し，CG病の宿主
植物の移動規制，伐採等の植物防疫法に基づく緊急防除
を開始した。

II　根絶までの経過

緊急防除では，目視による CG病の発生調査を行い，
CG病の疑似・類似症状を呈するカンキツ樹について
は，PCR検定により感染の有無を確認した。検定の結果，
CG病に感染していると確認されたカンキツ樹および感
染樹から半径 5 m以内のカンキツ樹は伐採を行った。

また，感染樹から半径 500 m以内では全カンキツ樹を
対象に CG病の発生調査を行うとともに，ミカンキジラ
ミの薬剤防除を実施した。
緊急防除開始から平成 23年 2月までの 4年間で，カ

ンキツ樹 80,390本（6,516地点）の発生調査を行い，
CG病の疑似・類似症状を示した 7,641本（3,280地点）
について PCR検定を行った。このうち平成 19年 11月
の調査において，緊急防除開始前に CG病の感染が確認
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図－1　奄美群島における喜界島の位置
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され，既に伐採が終了している感染樹 24本の植栽地点
から半径 60 m以内で，4本の感染樹が確認された。こ
の感染樹 4本およびこれらすべての感染樹から半径 5 m

以内のカンキツ樹 57本の計 61本が，平成 20年 3月ま
でにすべて伐採された。その後，平成 23年 2月までの
3年間，CG病の発生は認められなかったため，門司植
物防疫所はこれまでの対策で十分な防除効果が得られた
と判断し，平成 23年 3月 31日から平成 24年 2月 1日
まで CG病の根絶を確認するための「駆除確認調査」を
実施した。駆除確認調査は，CG病の疑似・類似症状の
目視調査と PCR検定による遺伝子診断により行った。
駆除確認調査では，喜界島のカンキツ樹 40,419本

（3,449地点）のうち，これまでの調査で感染樹が確認さ
れた地点から半径 500 m範囲内の 2,502本（156地点）
については全樹を対象として，その他の範囲の 37,917

本（3,293地点）については，系統サンプリングにより
3本に 1本の間隔で抽出して目視調査を行い，CG病の
疑似・類似症状を認めた場合には，症状を呈する葉を採
取し PCR検定を行った。

駆除確認調査の結果，喜界島全域でのべ 17,306本
（3,203地点）のカンキツ樹を目視調査し，CG病の疑似・
類似症状を確認した 1,384本（1,082地点）について
PCR検定を実施したところ，すべての試料で陽性反応
は確認されなかった。このため，農林水産省は，喜界島
において CG病が根絶されたと判断し，平成 24年 3月
19日付けをもって緊急防除を終了した。

お　わ　り　に

CG病は，沖縄および鹿児島両県で発生しているが，
国内での根絶は初めての事例である。
このことは関係機関が一体となり対処した結果であ

り，特に感染樹の伐採，薬剤防除に邁進した喜界町関係
者および住民の協力なくしては成し得なかった事業であ
ったといえる。
喜界島は特産のケラジミカンをはじめ，カンキツ類の

豊富な島であり，今回の CG病の根絶達成でさらなるカ
ンキツ類の生産，振興が期待される。
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